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論文内容の要旨
序章
20世紀全体を通してマンガは世界の様々な地域で発展し､多くの人々に読まれ楽しまれてきたが､
このマンガの歴史を記述するうえで､マンガ史最初期の天才としてこれまで必ず取り上げられてきた
のが､本稿の老樹であるウインザー･マッケイ(Win80rMcCay, 1867･1934)である｡その圧倒的な
画力がマンガ史に記述される何よりの理由となっているがことりわけ｢夢の国のリトル･ニモj (LL'ttJe
Nen)o L'L7 Slumbepland, 1905･1911 :以下｢ニモ｣と略記)はマッケイの写実的な描写や繊細な色彩
感覚､独創的なコマ割り､多様な登場人物が織りなす幻想的な物語などの点で､マッケイの生前にす
でに高い人気を得ていたと同時に､マッケイの死後も､マンガ研究者によって積極的に評価されてい
る｡とりわけ近年の､マンガの表現形式を重視する内在的分析においては､以前にも増して｢ニモJ
が高く評価されている｡マンガの表現形式上の性質や構造を検討する内在的分析の立場を取り入れる
マッケイ論は､ ｢ニモ｣におけるコマ割りのあり方がマンガの表現の可能性を開拓したものだとして､
マッケイを偉大な先人と位置づける｡
だが本稿は､マッケイをマンガ表現の開拓者と位置づけ､ ｢ニモ｣を特権的に取り上げ続けることを
問題視する立場をとるoまず､ ｢ニモ｣を特権的に扱うことによって､マツケイという人物に対する現
代のわれわれの理解が一面的になる危険性を指摘することができるC　より多面的なマッケイ像を構築
するためには､ ｢ニモ｣以外の作品の考察を充実させなくてはならないC　また､ ｢マッケイはマンガ表
現の開拓者である｣という評価を歴史的に相対化することも必要である｡マッケイがマンガ表現を開
拓したと言えるのかを検討するには､マッケイの時代においてマンガがいかなる文化的布置にあった
か､あるいはマッケイ自身がマンガ表現に対してどのような誰織を持っていたのかといった､同時代
的文脈を検討する作業が必要である｡この場合求められるのは､マンガの内在的分析よりも､マッケ
イとその外的状況との関係を歴史的に検討する｢外在的分析｣ではないかo
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そのため本稿ではrニモ｣とは異なるマンガであるrレアビット狂の夢｣ (DL,eam OFtheぬTeb''t
F,.e,Zd, 1904･1913:以下rレアビット｣と略記)の表現を考察の中心に据えるp rレアビット｣は､
その表現形式を考察する内在的分析､およびこのマンガとそれを取り巻く外的状況との関係を調査す
る外在的分析､これらふたつのアプローチによって検討される.外在的分析はマッケイ論だけでなく
20世紀初頭のマンガ史の補完作業となる｡さらに本稿では､従来のマッケイ論における｢レアビット｣
の扱い(というより､扱われていなかったこと)それ自体を検討し､マッケイに限らずもっと一般的
な､マンガを評価したりマンガ史を記述したりすることの問題を考察する0
第一章
第-章ではまず作者マッケイについて概祝し､次いで｢レアビット｣の主題や表現形式に関してな
るべく具体的に記述し､ ｢レアビット｣のマンガとしての特徴を拾い上げた｡ ｢レアビット｣の各エピ
ソードはその多くが当時のニュ-ヨークの都市風景をもとにした夢物語で､写実的に描かれた人々や
街並みが､次第に非現実的なものに変化していく.作品の主席はマッケイの得意とする運動の漸進的
表現と結びつけられているものが多いが､それだけではなく､むしろこの運動の漸進的表現を使いな
がら突然物語世界内の時間を大幅に進めたり､あるいはコマの順番に重要性を置かず､多様な絵をカ
タログのように無時間的に並置させたりするコマの統語法もある.また､時間の扱い方のみならず､
マッケイはコマの配置についても工夫をし､読者の視線が左から右に､上から下に向かうマンガの読
まれ方を前提としたコマの配置を行っている｡マッケイの各エピソードの主人公はほとんど転倒､夢
の中で何らかの極限状態を迎えたところで夢から覚めるが､このクライマックスの演出のためにマッ
ケイは様々なマンガ固有の表現を駆使した工夫を施しているのである8
卦増では｢レアビット｣の諸特徴の中のひとつ､ rマンガのメタ表現｣についても検討しているが､
本稿では先行研究を踏まえつつ､このマンガのメタ表現が｢線の多義性｣と深く関わっていることを
指摘した. -･本の線が担っているように見える意味作用が､潜在的には常に解休の可能性を孝むとい
う意味での｢線の多義性｣は､ルアビット｣の実際の物語展開においては｢作者の超越性｣そのもの
の主題化として表れる｡ ｢レアビット｣におけるマンガのメタ表現の核となるのは､この機の多義性｣
と｢超越的な作者の主肱化｣というふたっの性質であることが､本稿において圭頗された｡
第二輩
第二車では､ ｢レアビット｣のマンガ史的意義と｢マンガのメタ表軌が描かれた文化的理由を探っ
た｡ ｢レアビット｣は平日版の新聞に掲載された最初期のマンガであるとされるが､もともとは日曜日
の楽しみとして始まったアメリカのマンガが､日曜日に加えて平日にも掲載されるようになり､流通
するマンガの数農が増大したことは､マンガの表現形式が督及していく過複としても､またマンガ産
業が拡大していく過程としても､重要な--段階であったと言えるoそこで本稿は､現在一般的に受け
入れられているアメリカのマンガ史を概観した後で､ ｢レアビット｣が掲載された『ニュ-ヨーク･イ
ブニング･テレグラム』 (New YoL･kEveLmigTblegTam)について､その内容や掲載のあり方などを
調査したoその結果､ 『ニューヨーク･イブニング･テレグラム』におけるマンガ掲載の頻度が1904
年8月以降急激に上昇し､その中で1904年9月に開始された｢レアビット｣が中心的な役割を果た
していたことが明らかとなったCマンガの表現形式の定着の点で､｢レアビット｣の功績は評価されるo
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さらに､ 1904年11月以降は他の作家によるマンガも加わり､ 1905年以降は特定の曜日と特定のタ
イトルが結びつき､一週間の中でローテーションが組まれていることもわかったo特定の作家に依存
しすぎず､日々安定してマンガを供給できるシステムになったと言え､新聞産業におけるマンガの役
割が着実に大きくなっていく様子が浮き彫りとなった｡
第一輩のメタ表現考察において､｢レアビット｣におけるマンガのメタ表現の核となる性質として｢線
の多義性Jおよび｢超越的な作者の主題化｣を挙げたが､第二章ではこれらの性質の由来をマンガの
外部に求めた｡当時のマッケイの状況を考慮すれば､マッケイのマンガにおける｢線の多義性｣ ｢超越
的な作者の主掛ヒ｣の性質はいずれも､ヴオードグィルでマッケイが行った演目｢ライトニング･ス
ケッチ｣が関与している可能性が商い｡というのもこれらの性質は､観客の前で絵をすばやく描き続
け､描線の意味を常に変化させていくライトニング･スケッチという芸のあり方そのものに､また､
ライトニング･スケッチをモチーフにしたトリック映画の物語構造に見出せるからである｡このこと
から､マッケイを｢マンガというメディアを開拓した偉大なアーティスト｣とみなす見方とは別に､
｢当時の見世物文化に深く関わっていた芸人｣とみなす視座が得られた｡
第三牽
第三寮では､ ｢レアビット｣の評価史の検討を行った｡マッケイらに対する当時のマンガ評価を『ニ
ューヨ…ク･イブニング･テレグラム』の調査を通して確認した結果､当時のマンガ家をコマ割りの
点で評価する言説は見当たらなかったo第二輩でのメタ表現の分析と併せて､過去のマンガを検討す
る際には､アナクロニスム-の注意が必要であるという見解に達し､美術史家ダニエル･アラスのア
ナクロニスム論を｢レアビット｣分析に導入することを試みたo ｢レアビット｣のこれまでの評価の歴
史を振り返ると､ 1970年代以前に記述されたマンガ史においては､ ｢レアビット｣に関する記述がな
いことがわかる｡本稿はこのことについて､ 1970年代以前のマンガの定義のあり方が､マンガ史に｢レ
アビット｣を記救することを阻んだのではないかという仮説を立て､これまでのマンガ研究において
作られてきたいくつかのマンガの定義を検討したo結果として､ 1970年代以前のマンガの定義におい
ては､マンガの各エピソードをまたいで繰り返し登場する固定的なキャラクターの存在が蛮要な位置
を占めるのに対し､ rL,アビット｣にはそのような固定的なキャラクタ-がいないことが､マンガ史に
おける｢レアビット｣の不在を招いたという可能性が浮かび上がったゥまた､ ｢イエロ-･キッド｣な
ど数多くの固定的なキャラクターが当時の新聞紙面をにぎわせていた一一･方で､ ｢レアビット｣が固定的
なキャラクタ←を持たず､むしろ--般市民の風俗や人々の動きの連続をユ←モラスに描写するマンガ
であったことは､ 20世紀初頭における｢レアビット｣のr古さ｣を感じさせるものであり､その意味
でも｢レアビット｣はアナクロニスムを抱えていたということを指摘した｡
rレアビット｣にせよ｢ニモ｣にせよマッケイのマンガが評価される場合､それはきまってマッケ
イという人物の突出した才能および同時代におけるマッケイの例外性と結びつけられているC　マンガ
史の流れを適っていく際､時代ごとの天才を演出し列挙しても､結果として現れるのはそれぞれ孤立
したマンガ家たちであり､その列挙の中に連続性を見出すことは難しいoマッケイを例外的な天才と
みなすことから生まれるこの種の問題を回避するためには､本稿においてなされたような､マッケイ
という人物やマッケイのマンガ作品を多面的に捉え､マッケイを複数の視点から理解する努力が払わ
れなければならないと考えるo
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終章
終章ではこれまでの義絶をまとめ､本稿の意義について述べたC　本稿ではrレアビット｣の表現の
あり方をめぐって､内在的および外在的な視点から接近し､さらに｢レアビット｣に関する言説につ
いても検討を加えた. rレアビット｣という作品に対してこのように複数のアプローチによる分析が行
われたことは､これまでのrレアビット｣研究にはない新しい試みであるo　そしてこのアプローチの
複数性こそが､ rレアビット｣に対する以下の二つの知見を獲得することに黄献したと考えられる｡ひ
とつは､ ｢レアビット｣におけるメタ表現と､ヴオードヴィルという見世物文化との関係､そしてもう
ひとつは､ ｢レアビット｣における人物表現のあり方と､マンガ研究における｢レアビットJの｢見過
ごし｣との関係である｡これらの見解はいずれも､ ｢レアビット｣の具体的な表現のあり方と､この作
品の外部にあるものとの関係を説得的に浮かび上がらせようとした結果であると言える｡
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論文審査括黒の要旨
近年､グローバル化と情報化社会を背景に日本マンガの世界的普及や欧米における新動向が見られるな
どコミックス自体の国際化が進み､これにより研究レベルでの国際化も進展している｡ところが､日本に
おいては｢日本マンガの文化的特殊性｣が重視されるあまり､海外のコミックス史と研究史を視野に入れ
て日本マンガをグローバルな文脈に置き直すという作業は甚だしく遅れている｡この現状に対して本論文
は､日本でのマンガ研究の蓄積をふまえつつ､アメリカン･コミックス繋明期の作家W･マッケイ
(1867-1934)を中心にとりあげ､代表作rリトル･ニモ｣の陰に隠れて従来論じられることの少なかっ
た｢レアピット狂の夢｣ (伽&m olLheRazebjtFJ'eDd, 1904-ll, 1913)を多面的に考察するものであるo
全編は5車(序章､本論3章および終章)からなる｡
序章では,研究の背景と目的を述べるとともに.本論文中で｢マンガ｣という用語を文化圏の別を超え
た一般的呼称として用いる理由を述べている｡
第一幕では, 600余のエピソードを持つ｢レアピット狂の夢｣の主題を巷理し､表現上の特徴を記号論
的方法により分析,とりわけ自己言及的表現の多さを指摘する｡アニメーション的表現がすでに見られる
など､当時の大人向け新聞マンガの実態を知る上で身重な分析を提供している｡
第二章では､ ｢レアビット狂の夢｣がアメリカの平日版新聞連載マンガの峨矢であることを調査により餐
づけ､ 1904年以降平日の新聞紙上にマンガ掲載が定着していく過程を具体的に示し､メディア史･コミッ
クス史の空白を埋めることに頁献しているo芸人としてのマッケイの経歴とマンガ表現との関連の指摘は､
当時の娯楽ジャンルの相互干渉の可能性に関する興味深い知見である｡
第三帝では､やや視点を変えてマンガ批評･研究史上における｢レアピット狂の夢｣の扱われ方につい
て言説分析を行い､批評や研究という行掛こ含まれる歴史性とどう向き合うかという問題を扱う｡マンガ
史の書き替えや学問における歴史性の間瞳を擢示することで.マンガ研究が隣接の学問分野における問題
意識を共有していることを示した点で､非常に意義深い｡
終章では､本論文の意義をまとめ､理論研究･歴史研究上の今後の展望を述べている｡
以上要するに,本論文は｢レアピット狂の夢｣という作品のケーススタディを通じて､ 20世紀初頭アメ
リカにおけるマンガ表現とメディアと社会の関わり方を示す一方､この作品の評価がたどった経緯を追う
ことでマンガ言説の形成やマンガ研究の方法論に兄いだされる歴史性を明らかにするもので､マンガを含
むメディア史研究および情報科学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって､本論文は､博士1情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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